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生
」
の
字
は
正
木
直
彦
、
裏
面
の
「
昭
和
六
年
四
月
八
日
建
設
」
の
字
は
岡
田

起
作
の
揮
竜
に
よ
る
。

⑧

岡
倉
天
心
記
念
銅
像
除
幕
式

昭
和
六
年
十
二
月
六
日
、
岡
倉
天
心
記
念
銅
像
の
除
幕
式
が
挙
行
さ
れ
、
関

係
者
百
数
十
名
が
参
集
、
孫
岡
倉
古
志
郎
の
手
で
除
幕
が
な
さ
れ
た
。
次
い
で

建
設
実
行
委
員
田
辺
孝
次
の
事
務
経
過
報
告
、
金
沢
庸
治
の
六
角
堂
工
事
報

告
、
建
設
委
員
代
表
横
山
大
観
の
本
校
へ
の
銅
像
贈
呈
の
辞
、
正
木
直
彦
の
式

辞
、
牧
野
伸
顕
の
祝
辞
、
遺
族
代
表
米
山
辰
夫
（
女
婿
）
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

そ
の
模
様
は
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
三
十
巻
第
七
号
の
「
芸
苑
彙

報
」
欄
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
建
設
に
至
る
経
緯
は
左
記
の
田
辺
の
報
告

（
同
誌
）
に
簡
明
に
記
さ
れ
て
い
る
。

事
務
経
過
の
概
要
を
御
報
告
申
上
ま
す
。

故
岡
倉
登
三
先
生
銅
像
建
設
の
議
は
、
久
し
い
以
前
か
ら
有
っ
た
の
で
あ
り

ま
す
が
、
愈
々
機
熟
し
て
、
具

儒
的
に
成
り
ま
し
た
の
は
、
昨

昭
和
五
年
十
月
の
事
で
あ
り
ま

す
。
正
木
〔
直
彦
〕
校
長
、
島

田
〔
佳
突
〕
、

川
合
〔
玉
堂
〕

の
諸
数
授
、
日
本
美
術
院
の
横

山
大
観
、
木
村
武
山
、
犀

冒

三、

一帝
室
博
物
館
の
溝
口
〔
禎

次
郎
〕
美
術
課
長
、
彫
刻
家
小

倉
右
一
郎
の
諸
氏
に
私
と
が
、

宜
行
委
員
に
撰
ば
れ
ま
し
て
、

建
設
の
方
法
を
協
議
致
し
ま
し

た
結
果
、
大
麓
は
醜
金
を
以
つ

て
造
る
事
に
決
し
た
の
で
あ
り
ぶ
i
3

ま
す
が
、
其
募
集
の
範
園
は
、
故
先
生
の
薫
陶
を
受
け
た
者
と
學
校
閥
係
者

を
以
て
し
た
い
と
云
ふ
事
か
ら
、
廣
く
一
般
に
募
集
致
さ
な
か
っ
た
の
で
あ

り
ま
す
。
即
ち
現
に
美
術
學
校
の
赦
職
に
在
る
も
の
、
日
本
美
術
院
同
人
、

先
生
に
数
を
受
け
た
も
の
一
同
が
痰
起
人
と
成
り
ま
し
て
、
同
年
の
十
一
月

之
を
登
表
致
し
ま
し
て
、
本
年
三
月
末
日
に
/
切
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、

幸
に
諸
彦
の
御
賛
襄
を
得
ま
し
て
、
横
山
大
観
氏
外
二
百
七
十
六
名
の
醜
金

穂
計
壼
萬
二
千
餘
圃
に
上
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
其
宜
行
方
法
を
度

々
協
議
し
ま
し
た
結
果
、
岡
倉
先
生
は
露
出
し
た
銅
像
を
御
好
み
に
な
ら
な

か
〔
っ
た
〕
と
云
ふ
事
に
基
き
ま
し
て
、
屋
根
の
下
に
建
て
や
う
と
云
ふ
事

に
成
り
、
先
生
が
東
洋
美
術
の
鼓
吹
者
で
あ
り
ま
し
た
閥
係
上
、
純
日
本
風

、.:.さン
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原

型
ハ
角
堂

な
六
角
堂
を
、
學
校
の
建
築
科
諧
師
金
澤
庫
治
氏
に
、
設
計
を
御
依
頼
致

し
、
其
内
に
、
営
時
の
校
服
を
着
せ
ら
れ
た
先
生
を
、
御
納
め
す
る
事
と
決

定
致
し
ま
し
た
の
で
、
其
原
型
の
製
作
を
日
本
美
術
院
同
人
平
櫛
田
中
氏
に

御
依
頼
致
し
錨
造
は
阿
部
胤
齋
氏
に
御
依
頼
い
た
し
た
様
な
次
第
で
あ
り
ま

す
が
、
幸
ひ
學
校
に
岡
倉
先
生
が
校
長
室
で
御
使
用
に
な
っ
た
、
椅
子
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
其
椅
子
の
上
に
腰
掛
け
て
を
ら
る
4

、
在
り
し
日
の
面
影

を
勢
需
た
ら
し
め
る
様
に
造
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
正
面
の
板
に
彫
刻
さ

れ
ま
し
た
、

A
s
i
a
is 
o
n
e

と
云
ふ
文
句
は
、
先
生
の
御
著
書
『
東
洋
の

理
想
』
の
巻
頭
語
を
、
御
令
弟
の
岡
倉
由
三
郎
氏
が
揮
堵
さ
れ
、
平
櫛
田
中

氏
の
彫
刻
で
あ
り
ま
す
。
叉
其
裏
面
の
銅
板
の
文
字
は
、
正
木
直
彦
先
生
の

謡
井
に
書
で
あ
り
ま
し
て
、
銚
刻
は
消
水
編
蔵
教
授
に
御
願
ひ
致
し
ま
し

た
。
屋
根
の
頂
上
の
擬
野
珠
は
、
帝
図
美
術
院
會
員
香
取
秀
傾
氏
に
御
依
頼

を
致
し
ま
し
て
、
夫
々
非
常
な
御
盛
力
を
得
た
の
で
あ
り
ま
す
。

〔
下
略
〕

か
く
て
銅
像
は
校
庭
の
ほ
ぽ
中
央
に
あ
る
紅
葉
山
（
現
在
地
）
に
建
て
ら
れ

た
六
角
堂
の
中
か
ら
本
校
を
見
つ
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
金
沢
川
治
の
報
告

（
同
誌
）
に
よ
れ
ば
、
建
物
は
藤
原
後
期
の
様
式
に
多
少
近
代
味
を
加
え
た
純

和
風
の
も
の
で
、
数
百
年
を
経
た
良
質
の
木
曾
檜
を
用
い
、
同
年
五
月
十
九
日

起
工
、
同
年
九
月
二
十
三
日
に
落
成
、
施
工
者
は
曾
我
徳
造
で
あ
っ
た
。
四
用

お
よ
び
制
作
期
間
は
「
金
品
寄
付
二
関
ス
ル
書
類
」
に
よ
れ
ば
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

七
五

0
0円

1
0
0
0円

昭
和
七
年
一
月
十
日
貯
手

同

年

八

月

二

十

五

日

竣

工

昭
和
七
年
三
月
十
五
日
済
手

同

年

五

月

二

十

八

日

竣

工

ニ
四

0
0円

昭
和
七
年
六
月
一
日
着
手

同

年

十

月

十

五

日

竣

工

昭
和
六
年
十
二
月
十
五
日
着
手

同

七

年

三
月
十
日
竣
工

台

な
お
、
こ
の
銅
像
の
建
設
に
つ
い
て
、
新
聞
の
な
か
に
は
こ
れ
を
従
来
兎
角

対
立
し
勝
ち
で
あ
っ
た
官
展
派
と
院
展
派
の
和
解
の
象
徴
と
し
て
報
じ
た
も
の

も
あ
る
。
昭
和
六
年
九
月
二
日
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
は
「
多
年
の
反
感
を
捨

て
帝
展
院
展
雨
派
の
握
手
恩
師
岡
倉
氏
の
像
を
回
り
美
術
の
秋
の
快
報
」
と

い
う
見
出
し
で
大
き
く
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。
正
木
直
彦
が
校
長
を
辞
任
す

る
の
は
こ
の
翌
年
で
あ
る
。
彼
が
建
設
を
発
案
し
、
鋭
慈
実
現
に
つ
と
め
た
の

は
、
在
任
中
に
美
術
界
の
禍
根
を
絶
ち
た
い
と
い
う
気
持
の
現
わ
れ
で
あ
っ
た

の
か
も
知
れ
な
い
。

⑨

岡
倉
由
三
郎
を
講
師
に
採
用

昭
和
六
年
十
月
六
日
、
英
語
学
の
泰
斗
岡
倉
由
三
郎
(
-
八
六
八

S
一
九
―――

六
）
が
英
語
授
業
担
当
講
師
（
無
報
酬
）
に
採
用
さ
れ
、
翌
七
年
五
月
十
四
日

に
解
嘱
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
全
く
名
目
上
の
採
用
で
、
米
国
ト
レ

ド
）
市
で
開
催
さ
れ
る
日
本
美
術
（
日
本
画
）
展
覧
会
に
美
術
使
節
と
し
て
岡

倉
を
派
述
す
る
た
め
に
と
ら
れ
た
措
囮
で
あ
っ
た
。
同
月
八
日
に
は
早
く
も
岡

倉
の
外
国
出
張
の
許
可
が
文
部
省
か
ら
下
り
て
い
る
が
、
本
校
が
作
成
し
た
派

遣
上
申
案
を
見
る
と
、
出
張
地
は
北
米
合
衆
国
お
よ
び
欧
州
諸
国
。
期
間
は
昭

和
六
年
十
月
か
ら
同
七
年
三
月
末
日
ま
で
の
約
六
ヶ
月
間
、
目
的
は
米
国
井
び

に
欧
州
諸
国
内
に
お
け
る
美
術
上
に
関
す
る
視
察
研
究
の
為
め
と
記
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
、
旅
費
は
本
校
校
館
費
の
内
よ
り
支
給
と
あ
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
な

ド
イ
ツ

昭
和
初
期
に
は
中
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア

ど
で
政
府
肝
煎
り
の
日
本
画
展
覧
会
が
次
々
と
開
か
れ
、
正
木
直
彦
は
開
催
に

石 鋳

造

七
七
五
円
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